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In response to mycobacterial infection, the alveolar epithelium of mice revealed some ultrastruc

tural changes. Particularly, Type II epithelial cells increased in number, more than one being often 

found in a single alveolus. Their proliferation was indicated by mitotic figures. Their characteristic 

lamellar inclusions showed sometimes abnormal morphology.

緒 言

結核感染に 関する細胞病理,免 疫病理にお いて,類 上

皮 細胞肉芽腫 の もつ意味 が,近 年新 しい方法論 と知見に

よつ て急速 に解 明されつつあ る1)～4)。実験動物 の肺につ

くられ た肉芽腫 も,観 察材料 として頻繁に用い られて き

たが,し か し一方,肺 の本来 の機能に関与す る肺胞上皮

細胞 の変化 を,結 核感染 と関連 して電顕 レベルで報告 し

た記録は ほとんど見 当た らない。わずかに,Faulknerと

Esterly5)が,Freundの 完全 アジ ュバン トを静注 した家

兎肺 にお いて,TypeII肺 胞上皮細胞 の微細構造 を報告

したに とどまるであろ う。

私 たちはM. bovis (Ravenel R-KM)を 静注 したマ ウ

ス肺 の超薄切片におい て病巣 内感染菌 の形態観察を ここ

ろみ,そ の所見につい ては既に報告 した6)～7)。その間,

切片 の各所におい て,肺 胞上皮細胞,殊 にTypeII細

胞 をも観察 しえた ので,そ の所 見を報告 す る。

材料 と方法

前 の報告6)と かわ るところは ないが,動 物は正常 マウ

ス,な らびにM. bovis (Ravenel R-KM)0.5mg静 注3

週感染 マウスと0.05mg静 注157日 感染 マウスとを用い

た。光顕的観察は1ミ クロンの厚 切 り切片 を2%ト ル イ

ジンブル ーで染色 した材料 について行 なつ た。

結果と考察

感染は弱毒 株の大菌量接種 であるので,肺 は 肉眼的に

も肉芽腫 で充 満 し,腫 大 していた。

まず光顕的に200倍 で観察す ると,正 常 マウス肺にお

いては(Fig.1)毛 細血管 にふち どられた肺胞腔がほぼ同

じよ うな断面をみせ,と な りあつ た2つ の肺胞間にpore

がみ られた り,あ るいはAlveolar sacの よ り大 きな空

間への移行 をみせ る部分 もあ り,定 型的な気道末端の組

織像 である。各肺胞 のnicheに は しば しばTypeIIの

上皮細胞が一つみ られ,ま た肺胞腔への漏出赤血 球 も少

数存在す る。I型 上皮細胞 と考え られ るものや血管 内皮

細胞 も時 としてみ られた。

他方,感 染 マウスにおいては(Fig.2),病 変部 の毛細

血管はそ の内腔が拡張 し,形 態 と配列 が不規則 とな り,

したがつて肺胞腔 もまた変形 し更 に滲 出液 に よつ て充満
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Fig. 1. Alveolus of the normal mouse lung. ALV, alveolus; EP1, Type I epithelial cell; EPII, Type II

 epithelial cell: RC. red blood cell: CL, capillary lumen EC, endothelial cell; po, pore.

Fig. 2. Alveolus of the infected mouse lung, ALV, alveolus; EPI, Type I epithelial cell; EPII, Type II 

epithelial cell; CL, capillary lumen; AM. alveolar macrophage; EC, endothelial cell; exu, exudate.
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Fig. 3. The characteristic location of Type II epithelial cell in the niche of the alveolus (Normal mouse).

 EPII, Type II epithelial cell; FB, fibroblast; RC, red blood cell; CL, capillary lumen; ALV. alveolus; 

LI, lamellar inclusion; extLI, extruded lamellar inclusion; EF, elastic fiber .

Fig. 4. Type II epithelial cells in the area of minor pathological changes(Infected mouse). EPII, Type 
II epithelial cell; LI, lamellar inclusion; EC, endothelial cell; ALV, alveolar space; exu, exudate; arrow, 
electrontransparent area between the microvilli of Type II epithelial cell and intraaiveolar exudate.
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Fig. 5. Type II epithelial cells and an intermediate cell in the area of heavy pathological changes 

(Infected mouse).LPN, Type II epithelial cell; IC, intermediate cell; Mit, mitosis; CL, capillary 
lumen: RC, red blood cell.

Fig. 6. An intermediate cell under the metaphase ofmitosis. IC, intermediate cell; NC, nuclear 

chromatine; FB, fibroblast.
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している もの もある。もつ とも注 目すべ き点は,Type II

の上皮細胞 の数が多 く,そ の広がつた細胞質中に白い空

胞 のよ うにみえ る部分が散在す るが,そ れはFig.4に 示

した よ うな電顕像 とよ く一致 してい る。Fig.2に おいて

は 更に肺胞 マクロフ ァージがType II上 皮 細胞 と異 な

り滲 出液中に浮遊 した状態でみ られ る。

正常肺 の電顕観察をFig.3を 例 として述べれば,こ こ

では上半にみえ る肺胞腔の一隅に2つ の肺 毛細血 管には

さまれた位置でType II肺 上皮細 胞(EPII)が 所在 す

る。そ の形は特有な立方形で,よ く発達 した ミトコン ド

リアとラメラ封入体が特有であ る。 この細胞 と毛細血管

との間には結合組織 が介在 している。EPIIと 結合組織

の境には基底膜 が明瞭にみえて,EPIIは この上に のつ

てい る。右 下部 の肺胞 腔には,い くつか の放 出された ラ

メラ構造 がみ られ る。 この肺胞腔 に属 して微絨毛 のみ え

るも う一 つのEPIIと み られ る細胞があ り,そ のとな

りにおそ らく線維芽細胞 とみ られ る ものの核 が み られ

る。

感染マ ウスの肺 の電顕像 においては(Fig.4),肺 胞腔

は右上 隅,左 上 隅そ して左下部 にみ られ るが,滲 出液 の

存在 で全面的に,あ るいは限局的に(左 上隅)電 子密度

を まし,む しろ毛細血管腔 の方が相対的に空 白部分にみ

え る。EPIIの 微絨毛 と滲 出液 との間に電子線透過帯が

で きて い る(矢 印)。

Fig.5は よ り変 化 の つ よい1市 病 巣 に お げ るEPIIの

存 在 を示 す 。 右 下 部 の肺 毛 細 血 管 の 上 部 と右 方 に ラ メ ラ

構 造 の 明瞭 なEPIIが み られ るが,毛 細血 管 に接 して

す ぐ右 部 に は,ラ メ ラ構 造 は み られ な い が,ミ トコ ン ド

リア の 著 明な 点 ではEPIと 同 じで ない 細 胞 が み られ,

Adamsonら8)が 中間 細 胞 と よぶ も のに 似 て い る。 そ の

右 に 接 したEPIIは そ の 形 の 状 態 か ら,細 胞 分裂 中 で

あ る とみ られ る。 また,Fig.6はmetaphaseの 染 色体

配 列 嫁 の典 型 で あ るが,超 薄 切 片 で 核 分 裂 豫 に遭 遇 す る

こ とは 大 変 まれ で あ る とい うが,Adamsonら8)の 主 張

す る よ うに,傷 害,崩 壊 を うけ た肺 上 皮 細 胞 の再 生 と関

係 が あ る で あ ろ うか 。
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